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西
武
庫
公
園
に
桜
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
行
か
れ
た
利
用
者

様
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

　

今
年
も
ひ
な
人
形

を
玄
関
に
飾
り
ま
し

た
。
ひ
な
祭
り
の
時

　

３
月
中
旬
に
は
、
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
を
焼
き
、
香
ば
し
い
に
お

い
の
も
と
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を

食
べ
て
頂
き
、
美
味
し
そ
う
な

笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
今
年
の
桜

は
き
れ
い

ね
！
」
な
ど

と
話
さ
れ
、

大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
し

た
。

に
は
お
や
つ
に
、
ひ
な
あ
ら
れ

が
振
る
舞
わ
れ
皆
様
で
食
べ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
新
年
度
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
、
企
画
・
行
事
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

春春は
き様はねと大てた

楽しい行
事 りだくさん楽しい行
事がもりだくさん
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ヘルパーステーション

みのり

あまの里

ギャラリー　ギャラリー　
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生涯現役

　

今
年
の
お
花
見
は
、
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
あ
り
、
小
グ
ル
ー
プ
あ

り
、
大
グ
ル
ー
プ
あ
り
の
様
々

な
形
態
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
桜

の
下
で
花
見
弁
当
を
食
べ
た

り
、
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
ん
だ
グ
ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
、

桜
の
見
物
は
短
時
間
で
す
ま
せ

て
、
施
設
内
で
美
味
し
い
お
や

つ
に
舌
鼓
を
打
っ
た
方
々
な
ど

…　

そ
れ
ぞ
れ
に
日
本
の
春
を

感
じ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

亡
き
愛
妻
を
偲
ん
で
平
成

24
年
１
月
に
発
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
あ
り
が
と
う
、
タ
カ
エ

さ
ん
」。
お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
用
品
か
ら
大
作
ま
で
数
多
く

作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。す
べ
て
お
見
せ
で
き

な
い
の
が
残
念
！
こ
ん
な
ハ
ン
ガ
ー
に
洋

服
を
掛
け
た
ら
、
着
替
え
が
楽
し
く
な
り

ま
す
ね
っ
。滑
り
止
め
に
も
な
る
し
…
…
。

　

毎
日
作
品
に
囲
ま
れ
て
の
生
活
、前
向
き
の

生
き
方
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。額

縁
の
絵
も
刺
繍
な
ん
で
す
っ
て
…
…
細
か
い
作

業
な
の
で
お
聞
き
し
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

ご
自
分
で
描
か
れ
た
絵
画
、

写
真
と
と
も
に
出
逢
い
か
ら

別
れ
…
…
愛
情
あ
ふ
れ
る
表

現
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
感

動
！
し
ま
し
た
。
私
も
こ
ん

な
風
に
思
わ
れ
続
け
た
い
な

あ
な
ん
て
思
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
山
本
様
は
２
冊
目
も

頑
張
ら
な
い
と
な
あ
ー
と
意

　

今
年
も
４
月
１
日
か
ら
新

入
職
員
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
研
修
期
間
の
１
週
間
は

講
義
だ
け
で
は
な
く
、
介
護

技
術
研
修
や
配
属
先
以
外
の

部
署
で
の
体
験
研
修
な
ど
、

参
加
型
の
内
容
も
多
く
含
ま

れ
ま
す
。
日
頃
は
中
に
入
る

事
が
な
い
厨
房
体
験
も
あ

り
、
新
人
に
は
大
好
評
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
職
場
内
・

職
場
外
に
関
わ
ら
ず
連
携
を

と
っ
て
仕
事
を
す
す
め
て
い

け
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま

す
。 新

入
職
員
研
修

行
い
ま
し
た　

山
本
様

傳
保
様

鷹
澤
様

今なお作品が増え続けています。
ほんの一部ですが、
紹介させてください。

桜の木の下で
踊りを披露

桜の下で
お弁当

桜の下で

ピース

春春だだ

花見花見だ！だ！

ショート
ステイに来られ
ていた方々も
お花見に！

欲
満
々
。
又
こ

れ
も
素
敵
な
事

で
す
。
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皆
様
寒
い
季
節
を

乗
り
越
え
息
吹
芽
生

え
る
新
緑
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
に
寒
暖

の
差
が
大
き
く
、
ま

た
季
節
の
変
わ
り
目

で
す
の
で
体
調
管
理

に
気
を
付
け
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

編
集

後
記

　

あ
ま
の
里
に
定
期
的
に
来
て
頂
い
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
達
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊その他にも、習字・あ
んま・手作りクッキング
･日本舞踊･大正琴･フラ
ダンス･読み聞かせ等に
ボランティアの皆さんが
来て下さっています。

　夏まつりや外出行事の手伝い、利用者様と
のお話し相手等をしていただける方を募集し
ています。　お問い合わせは、（あまの里の
髙島・本間　☎06－6495－4750）

フラワーアレンジメント
クラブを指導して頂いて
いる皆さんです

デイサービスのボランティア
さんです。入浴後の髪の毛を
乾かしたり、お茶を入れたり、
利用者様のお話相手をしたり
して頂いています毎月１回、利用者様に季節感あふれ

るお食事を作ってくださっている
「だいこんクラブ」の皆さんです

おやつ作りクラブと折り紙
クラブで指導して頂いてい
る皆さんです

ボランティア募集中!!

ボラン
ティア

さん

24年度法人事業のまとめと25年度事業計画方針
１ 24年度 法人事業のまとめ
① 第２の拠点づくりとして、特別養護老人ホ
ーム建設のための土地を確保することがで
きました。
＊ 尼崎市の平成24年度の特別養護老人ホーム
の整備計画に応募をおこないました。
② 資金確保３ヵ年計画の２年目として6,000
万円の剰余を確保しました。（予）
＊ 11月までの累計で前年比400万円プラスと
なり、３カ年計画の２年目として目標
6,000万円を達成しました。（予）
＊ ４月からの介護保険報酬の改定に対応をし
ました。
③ 虹の会の担い手、地域包括ケアを支える人
材の育成を計画しました。
＊ ４月よりキャリアパスに連動した賃金体系
への移行を行いました。
＊ キャリアパス制度に基づき、３回の全体研
修会を企画開催しました。
④管理、職責者の育成。
＊ ヘルパーステーションなにわで１名の職責
者の任命を行いました。
＊ 全日本民医連「介護福祉責任者」会議に、
虹の会より２名参加しました。
⑤ 虹のネットワークとしての活動を行いまし
た。
＊ 「東日本大震災復興健康まつり」に虹の会
として参加しました。

＊ 尼崎医療生協と「潮江在宅センター」の建
設事業に協同で取り組んでいます。

２ 虹の会の現状の問題点
① 「虹の会」の介護を支える人材確保と育成
＊ 介護職員の採用が難しくなっています。
「断らない」介護事業をするためにも職員
確保は絶対条件です。

＊ 新しい事業所を立ち上げるためにも管理者
・職責者の早期育成が求められます。

＊ 法人立ち上げより10年が経ち、改めて「虹
の会」の理念及び、働くやりがいを再確認
できる場が必要です。

＊ 現場での困難事例は増加しています。対応
できる職員の技術向上を図る研修が必要で
す。

＊ 法人として、職員に対してのメンタルヘル
スケアの取り組みが求められます。

＊ 2012年度は、ヘルパー２級養成講座に取り
組むことが出来ませんでした。

② 地域に依拠した介護、福祉づくりの取り組
み

＊ 後援会組織「えがお」の今後の方向性を考
える必要があります。

＊ 地域のボランティア団体、老人クラブ等の
諸団体との交流の推進が求められます。

＊ ボランティアの組織育成が、重要となって
います。

＊ 関連法人との連携をどのように構築してい

くのかが、重要となっています。
＊ 地域の介護の相談機能の強化が求められま
す。

③ 経営の安定化と全事業所黒字経営
＊ 収入と比較し、人件費の上昇が目立ってい
ます。人件費コントロールは介護事業にと
っては決定的です。

＊ 他法人との事業競合により、利用者の新規
確保に苦戦しています。

３ 25年度 虹の会事業計画方針
① 地域福祉の拠点として、地域団体や関連法
人との連携強化を図り、福祉の街づくりを
推進します。

② 今まで培ってきた経験と実績をもとに、特
別養護老人ホーム建設に全力をあげます。
「ヘルパーステーションさくら」の移転と
事業成功に力を注ぎます。

③ 「虹の会」の事業を推進してゆくための職
員育成、人材の確保を図ります。また、法
人の次世代を担う管理者を育成します。

④ 資金確保３カ年計画の３年目として6,000
万円の剰余確保予算とし、全事業所の黒字
経営を実現し、次の事業展開のための安定
経営を目指します。

⑤ 地域に根ざした事業展開を目指し、質の高
いサービス提供にむけての協議、研究を始
めます。また「デイサービス木かげ」と
「あまの里」の事業強化を図ります。
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